再び 科学的 精神に ついて 

(「最近 日本の 科学 論」 続編) I 教学に 対して I 

戸坂 潤 



ければ ならぬ の だが、 処が 文化に ついては 没 分 暁漢は 

極度に 沢山い るに しても、 文化の 素人と いう 言葉 は 意 

味 をな さぬ だろう。 それ は 恰も、 生活の 素人 や、 人間 

の 素人が 変な のと 同じ だ。 科学的 精神に ついては 抑々 

素人が 責任 を 取らねば ならぬ ので ある。 

尤もそう だからと 云って、 文化の 各種の 職業的 専門 

家 (？) の 役割に ついて、 過小評価 する こと はまた、 

ナンセンス だろう。 自然科学 者の 科学的 研究と 考察と 

に 聴く のでなければ、 自然科学に 於け る 科学的 精神 を 

明らかにする こと は 出来ぬ。 社会科学に ついても 文芸 

其の 他に ついても、 この 点 変り がない。 だが それに も 



現して いるかの ような 想定と、 少なくとも 一 一重の 誤り 

に 立脚す る。 —— こういう 点 は、 前に もす でに 述べた 

処 から 当然 導かれる 意見で あるが、 ここで 殊更 之 を 繰 

り 返す の は、 今 云 つたよう な 誤 つ た 想定に 立脚した 科 

学 的 精神 論が、 論者の 科学的 精神への 愛着 にも拘らず、 

往々 見受けられ るからで ある。 

尤も 科学 研究の やり 口 や 手続きと 云っても、 更に 専 

門 家 的な 技能 技術 をし か 意味し ない 場合と、 更に 之 を 

通じて 正に 科学的 精神の 本質に 直接す る 場合と を 区別 

しなければ ならない。 科学 (今 特に 自然科学で いい) 

の 教育 を 例に とって 見れば、 専門家 教育と 普通教育と 



の 区別 を 必要と する のが 今日の 世論で あり、 初等 • 中 

等 • 高等 • の 普通教育に 於け る 科学 教育 は、 同じ 科学 

の 生きた 方法 = 精神 を 教育す るに しても、 専門家に 対 

する 科学 研究 法 其の 他の 教育と は、 教育の 原則 を 異に 

しなければ ならぬ。 そして この 際、 科学の 普通教育に 

於て 教育され る もの は、 他なら ぬ 科学的 精神 そのもの 

に 他なら ぬ。 勿論 夫々 の 科学の 専門の 限界 内での 科学 

的 精神の こと だが。 こうした 各 領域の 科学的 精神の 間 

に は、 それが 根本的な 文化の 精神で ある 限り、 おのず 

から 云わば 転位の 可能な 形式 淘汰 さえが 可能であろう。 

で 科学的 精神と は、 科学に 就いても、 科学の 専門 家教 



育の 問題ではなくて、 科学の 普通教育の 問題で ある こ 

と を、 銘記せ ねばならぬ。 科学的 精神が 如何に 民衆 大 

衆の 文化 全般の 精神で あるかが 理解され る。 

科学に 於け る 科学的 精神の 教育に ついて、 一貫した 

主張 を 旧く から 持って いるの は、 小 倉 金 之 助 博士の 如 

き 人で ある。 氏 は 『数学 教育の 根本 問題』 を、 数学 専 

門 家の ための 数学 教育に は 求めずに、 数学に 於け る、 

又 数学に よる、 科学的 精神の 教育 (実証的 精神と 歴史 

的 認識の 精神と される) に 求めた。 『数学 教育の 根本 

問題』 を 初めと して、 『数学 教 育史』、 『数学 史 研究』、 

又 最近の 評論 集で ある 『科学的 精神と 数学 教育』 が、 



首尾一貫し てこの こと を 主張して いる。 科学的 精神に 

対して 専門家 的 矮小 化に 陥る 危険 を、 警告す る ことに 

終始して いると さえ 云って よい。 —— 之 は 数学に 於け 

る 科学的 精神 だが、 自然科学 • 更に 社会科学 • 哲学 • 

文化 理論. に 於け る 科学的 精神に ついても、 同じに 考 

えない わけに は 行かぬ。 この 精神 は 民衆の 常識と 良識 

との 問題な の だ。 だから 社会的 常識と 良識と を往々 に 

して 欠かない ではない 科学的 番頭 達に は、 却って 理解 

出来ない もので さえ ある。 そのこと を 特に 記憶して お 

かなければ なるまい。 



さて、 今日 最も 科学的 精神 を 欠きが ちで あるの は、 

社会 • 文化 • に関する 学者と 俗人と である。 或いは、 

自然科学 者 も 決して 科学的 精神に 於て 一人前で あると 

は 保証 出来ない の だから、 もっと 正確に 云う と、 科学 

的 精神の 欠乏が 最も 害悪 を 流し つ つ あるの は 社会 • 文 

化 • の 世界に 於て であると 云った 方が いい かも 知れぬ _ 

之が 今日の 文化の 時局 的 状況な の だ。 そこで、 この 方 

面に 於け る 科学的 精神の 強調と、 それに 対する 反対 物 

の 克服と が、 文学 主義と 文献学 主義と に対する 認識論 

的 批判と なる、 と 私 は 考えた。 之 は 今日に 於け る 唯 物 

論 的な 科学 論の 時局 的な 中心 課題 だと 信じた からだ。 



形態に、 特によ く あて 嵌まる。 旧く キリスト教 神学に 

も 通用 すれば 近代 観念論に も 通用す る。 だからな お ま 

だ、 之 を 文化 時局 的に 限定 出来る 余地 を 充分に 残して 

い る と 見る ベ きだろう。 —— そ f J で 文献学 主義 の 更に 

或る 特殊な 限定され た 形と して、 教学 主義 を 指摘し な 

ければ ならぬ と 私 は 考える。 

或る 論者 は 科学的 精神と 日本 精神と が 相反す る もの 

だとい うこと を 世間に 納得 させよう とする。 云わば 日 

本 精神 は 審美的な 表現 を宗 とする から、 科学的 精神の 

支配 下に 立つ もので はない、 というよ うな 意見で ある 

日本 精神 を 審美的 表現 性 を 有つ と 考える こと は 併し、 



欧米 精神で あると か、 と 云い 出す 無 教養 漢も 之に 応じ 

て 輩出す る わけ だ。 —— そこで 日本に 於け る 特殊な 反 

科学的 精神と して、 取り出され ねばならぬ ものが 教学 

的 精神な ので ある。 

尤も 教学 的 精神 = 教学 主義 は、 実は 決して 日本に 固 

有な もので はない。 或いは 寧ろ 之 を 一 種の 外来 思想で 

あると 云わねば ならぬ かも 知れない。 そういう 血統の 

純 不純の ような ことな ど は 論外と しても、 少なくとも 

日本 は 支那に その 先駆 を 有って いる。 特に 漢代 以後 支 

那 哲学の 正統と なった 儒教 は 教学の 尤なる もの だ (経 

学 • 礼教 )。 又 仏教 殊に 日本 仏教 は、 今日 常識的に 教学 



と 呼ばれて いるものの 代表者で あるが、 仏教 自身 は 勿 

論 日本的な ので はない。 それだけ ではなく、 ョ ー ロッ 

パに 於け る キリスト教 神学 も 亦、 教学と いう カテゴ 

リ ー に飜 訳出 来る 本質 を 持って いる。 勿論 日本に は 日 

本 古来の ものと 考えられる 教学 も存 する。 神道 • 皇 

道 • 惟神 道. 其の 他と 呼ばれる ものが それ だが、 併し 

之が 三教の 一 つと して 教学の 本質 を 自覚す るよう に 

なった の は、 早くと も 鎌倉時代、 恐らく は 室町 時代 か 

ら であろう (教学 は 教学と しての 自覚が 大切な の だ)。 

真に 教学と しての 神道に 基礎 をお いた もの は 江戸時代 

初期の 儒学者で ある 林羅山 だと 云われる の は 興味の あ 



る こと だ (本教 • 徳教. 神教. 大道. 古道 丄铕道 • と 

いう 言葉 はいつ も 古いが、 この 命名法 は 必ずしも 日本 

的 用語に よるので はない。 江戸時代に 這 入って から は 

神学と い う 用語 も ある 事 は キリ ス ト教 神学 や ギリ シ ァ 

の 神学と 並べ て 見て 面白い こと だ)。 

教学 は 如何なる 意味に 於ても 決して 日本 独特の もの 

ではなく、 又 東洋 (支那と 印度と を 含む) に 特有な も 

ので さえ もない。 護 神 論 時代 • 教父 時代 • 以来の カト 

リック 的 精神に 於ても なく はない もの だ。 だが、 それ 

が 特に 永く 支配者の 勢力 を 伝承し、 且つ それだけ では 

なく、 生産技術 乃至 自然科学 的 (実用的 自然哲学 でも 



いい) と 原則 上 無縁な 発達 をば 永く 遂げ 得た もの は、 

ョ ー 口 ツバではなくて 東洋で あり、 そして 夫が 殆んど 

圧倒的に 文化 を 支配す ると 共に、 その 文化 そのもの を 

高度に し 高度の 文化と して 之 を 伝承 させ 得た もの は 東 

洋に 於ても 印度ではなくて 支那で ぁリ (支那 仏教と 儒 

教)、 そして 最後に、 それが 現代の 資本主義 的 撞着の 真 

只 中に 於て 有力な 社会の 文化的 支柱と なって 愈々 高め 

られ ようとして いるの は、 他なら ぬわが 日本 だけな の 

である。 まことに そういう 意味に 於て、 日本 は 「東洋 

文化」 の 盟主で なければ ならぬ ように 思える。 

で 一 切の 教学 は 恐らく 日本 古来の もので は あるまい _ 



れる 所の 芸術と いう も 可で ある ご 之が 恐らく 科学の 

ことで ある。 之に 反して 第二の もの は、 「敬愛 信奉 を 

以て 其の 始めと し、 立志の 如何 を 眼目と し、 志 を 尚ぶ 

こと を 其の 精神と する 所の 学」 であって、 之 は 「行為 

を 期す る もの」 で 「自己 表現 は 志す 所でない」 という _ 

之が 教学な の だ。 「敬愛と いい、 尚 志と いう、 すでに 自 

己 供捧を 意味す る ご かくの 如く 「 一 般に 東洋の 学 は 己 

を 修め 人 を 治める こと を 目的と する」 というの である _ 

—— 学問と か 学と か 云われる 時、 すぐ 様 之 を 科学と 同 

一 視 しない 心掛けが 吾々 にも 必要で あるが、 実に 科学 

の 意義に はニ義 ない が、 学と いう 言葉が こうして 抑々 



こと を 知らずに、 日本的なる もの を 論じたり、 科学的 

精神 を 難 じたり する 者な ど は、 正に 慚 死すべき であろ 

、つ。 

教学と 科学と を 対比させる 以上、 教学と 真理との 関 

係に 触れない わけに 行かぬ。 そこで 云う、 「水流 その 

ものに 本 も 正 も 横 もない、 ただ 水流の 真理 あるの みで 

ある。 それ故に ただ 真理 を 以て 正邪 善悪 を 定める こと 

は 出来ない ので、 往 くも 復 える も、 歩む も 躓く も 真理 

ならぬ はない。 教は 即ち 人生の 建築で あり、 人生の 耕 

作で あり 人生の 治水で ある。 その 建築. 耕作. 治水の 

形相 如何によ つて、 かくする が 正しく かくする が 正し 



る こと は 出来ぬ」 の だそう である。 つまり 「教、 国家、 

歴史」 は 一 つづきの ものと される。 この 「歴史」 が 何 

を 意味す るか は 最も 興味の ある 処 だが、 しばらく 先 を 

つづけよう。 

国家 や 歴史と 一 つになる この 教. 教学 は、 当然な こ 

とながら、 極めて 倫理学 的な ので ある こと を 免れない。 

すでに 真理の 上に 正 邪 善悪と い う 教学 的 真理 の 選択が 

なり 立つ という からに は、 この 正邪 善悪 は 科学的 真理 

に 左右され ない 何等かの 人工的 • 人倫 的 • な ものと な 

る。 「東洋の 学 (教学の こと) の 性質から、 宗教 • 道徳- 

芸術 • 政治 • 経済が 一 以て 貫かれ 居る こと を 知る ご 



「我々 にと つて は 元来 学 は 一 あるの みで、 倫理 道徳の 

学 は 政治 経済 を 余所に して は 学た る 所 を 成さず、 また 

宗教 芸術の こと も 其の 中に 具備せ なければ 真に 人間 道 

徳の 学と 云われぬ ご 「教の 構成 は 道徳的 天才 自身の 正 

善 的 創造であって、 哲学的 結論で はない ご —— かくし 

て 倫理 道徳的 性癖 を 有つ 東洋の 学. 教学 は、 「政教 一 致」、 

「経済 道徳 一致」、 から 「祭政一致」 の 説にまで、 進む 

ことが 出来る ので ある。 今日 教学に 非 ずん ば 日本の 学 

に 非ざる 所以で はない か。 

蓋し 教学 は 教えであって、 科学で はない、 今日 学問 

乃至 学と 呼ばれる もので さえない。 今日 科学と 呼ばれ 



る もの は、 実証的 実験的 技術的 精神と 歴史的 発達 法則 

の 認識と を 目標と する もので ぁリ (「学の ための 学」 な 

どと いうの は 単に その 出来 損いの 一 例に 過ぎない の 

だ)、 人 を 教える ことで はない ので ある。 学と 云つ て も、 

科学に 於て は 研究 批判 検討 を 支配す る ことであって、 

教学に 於ての ように 何 か 「学ぶ」 というよ うな ことで 

はない の だ。 科学 は 一 つの 教育 方法 を 想定す るが (そ 

こに 科学的 精神の 教育と 専門技術 的 教育との 区別が 

あった)、 教育と いう ことが 科学 自身の 内容 を 規定す 

るので はなくて、 逆に、 最もよ く 科学 を マスタ ー し 得 

るよう に 教育しょう とする に過ぎない。 処が 教学に 於 



実証的 研究に 訴えよう とすれば 多くの場合 宗教 批判の 

形 さえ 取らねば ならぬ。 勿論 教学の 著しい 発展 期に は 

多少の 批判と 実証的 研究が 必ず 行な われる。 始皇 焚書 

後の 漢 代に 於け る 今 文学に 対する 古文学の 功績の 如き 

がそう だが、 併し ョ— 口 ツバの 文芸復興 となれば、 そ 

れ 自身す でに 「宗教 批判」 (ドイツ 的に 云えば 「宗教 改 

革」) の カテゴリ— に 這 入って 来る の だ。 

教学 は 孔子 教 乃至 儒教で 云うよう に、 礼教 とも 考え 

られ る。 つまり 既成 社会秩序に 於け る 民衆 習俗の 設定 

と 保守との 道に 他なら ぬ。 ここで は 反動的な 復古 (周 

公の 道への 復帰の 類) はあって も、 進歩的な 社会 批判 



は 許されなくなる。 教学 的 精神の 社会的 意義の 一 端 を 

ここに 知る ことが 出来る だろう。 

処 がこうした 権威と 習俗との 伝承 伝習に よって、 教 

学 は 初めて 歴史的 だと 考えられて いるので ある。 竟り 

伝承 的で あるが 故に 歴史的 だとい うの だ。 歴史的 発展 

(「進歩」 という フランス 大 革命 前後から の 近代 人の 世 

界的 表象) の 故に 歴史的 だと 考えられ るので はない。 

だから 之 は 歴史的 精神で も 何でもなくて、 単に 祖宗の 

伝習の 精神で あり、 従って 容易に 保守と も 復古と もな 

る処の 精神で も あり 得る わけなの だ。 だから もし 民衆 

の 伝統と いう 文化の 重大 要素が 、 この 教学 主 義 的な 操 



作で 操られる としたら、 民衆の 不幸 はこの 上 もない こ 

とになる だろう。 

教学の 精神が 実は 歴史的 精神の 反対 物で ある こと は 

忘れられ てなら ぬが、 云う まで もな く 之 は 又 実証的 - 

実験的 • 技術的. 精神の 正反対 物で も ある。 ここに 教 

学の 例の 倫理 道徳 主義が あつたの である。 教学と いう 

東洋 文化 乃至 日本 文化に 特に 著しい 名目 的 伝統が、 何 

等 か 一 応の 文化的 権威と 生活 上の 真実 を 持つ かの よう 

に、 ボ 口を出さずに 済む の は、 他の こと を 抜きに すれ 

ば、 全く 技術的な 実証的な 問題 を 始めから 回避して か 

かってい るからで ある。 処が この 秘密 を 一 等 露骨に ブ 



チ まけて いるの は、 東大の 教育学 教授 入 沢宗寿 博士の 

著書 『日本 教育の 伝統と 建設』 の 類だろう。 之 は 教学 

(日本の 国民的 宗教 感情に 基く 文化) こそが 日本 文化 

の 本質で あり、 教学 精神に 立った 教育 こそが、 日本の 

教育 伝統で あり 又 今日の 教育の 建設的な 理想で もな け 

れ ばなら ぬと 主張す るので ある。 この 率直な 意見 は大 

いに 傾聴に 値い する の だが、 では 科学 教育 や 技術 教育 

になる とどう かと 云えば、 自然 を 通じて 神 を 見る こと 

を 教える のが 理科 教育の 精神で あると か、 偉大な 自然 

科学者 は 又 偉大な 宗教家で あると か 云って、 ゴマ 化し 

て 了う のであって、 教学 的 教育の やや 堂々 (？) たる 



かくて 教学 的 精神 は 発達 史的 認識の 要点 を 故意に 逸 

する もので ぁリ、 且つ 実証的 技術的 認識 を 見事に 回避 

する もの だ。 そして 相手の 関心 を 専ら 道徳と いう 框に 

追い込む ものな の だ。 もし 歴史的 認識と 実証的 精神と 

いう 或る 意味での 合理的 精神の 二 面が 科学的 精神の 二 

つの 契機であるなら、 教学 的 精神 は 科学的 精神の、 今 

日の 文化 時局に 於け る 正反対 物で ある ことが、 結論 さ 

れ ていいだろう。 

教学 的 精神の 反 技術的 精神 • 道徳 倫理 主義 的 本性 - 

徳育 的 本質の 弱点 は、 さきに 触れた。 その 発達 史的 認 

識の 欠如 そのもの を、 却って 教学の 歴史観 的 本性 だと 



る 時、 必ず 教学と いう カテゴリ— を 採用す るので ある。 

そして 教学と して もっとも 著しい 嶄然 たる 特色 を 有つ 

もの は、 東洋 乃至 日本の 教学で あつたので ある。 そこ 

に キリスト教 神学に よる 教学と、 東洋 的 教学との 間の、 

多少の 相違 を 吾々 は 見出す ことが 出来る だろう。 東洋 

的 教学 は 必ずしも 反宗 運動 や 無神論 運動の 網に その ま 

ま 引つ かかる と は 思われない。 東洋 的 教学 (キリスト 

教 教学 は 勿論の こと) は 云う まで もな く 宗教 的な 本質 

の もので あり、 従って 反宗. 無神論の 批判 対象と なる 

べき 本質の ものであるが、 その 現象 形態 は、 よく 云わ 

れ るよう に 必ずしも 宗教ではなくて、 儒教と なったり、 



私 は 現下の 唯物論に よる 宗教 批判と いう 課題 をば、 教 

学の 批判にまで 拡大し 又 変容す る ことが、 適切で はな 

いかと 思う。 現代の 反 進歩的な 文化 動向 は 今に 必ず こ 

こに 陥ち 込む と 信じられる からだ。 そして ここに こそ、 

科学的 精神と いう 問題の、 生きた 文化 時局 的な 意義の 

中枢が あるの だ。 蓋し 科学的 精神と は、 現下に 於け る 

唯物論の 文化 時局 的 形態の こと だ。 

( 一 九 三 七 • 八) 
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